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者と同じように改革について考察する中でそれに対峙できる知識と見識が必要だろう。
外形的な押し付けではあるが，それによって大学改革が可視化されたのは事実である。
曖昧な中で枠を押し付けられることによって一定の教育の質保証が保たれるともいえ
るだろう。
　本書が提示するように，トップダウンとボトムアップのバランスの中で，内部質保
証を行うことは必要かつ重要である。この書で示された日本学術振興会の分野別参照
基準は評者にとって特に新たな知見であった。
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